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大学本館



だ い が く の た か ら・・・・・・久 留 米 大 学

大
学
本
館

久
留
米
大
学
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
二
八
日
に
九
州
医

学
専
門
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。
当

時
、
日
本
足
袋
株
式
会
社
の

社
長
た
っ
た
石
橋
徳
次
郎
氏
と
弟
で
専
務
取

締
役
の
正
二

郎
氏
（
株
式
会

社

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
創
業
者
）
か
ら
土
地
一
万
坪
と
校
舎
の
寄
付
を
受
け
、

翌
年
の
九
月
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
「
学
校
本
館
」
が
竣
工

し
た
。
現
在
は

、「
大
学
本
館
」
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

大
学
本
館
は

、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
の
激
動
と
幾
多
の
苦
難
の
時
を
乗

り
越
え
て

、
多
く
の
医

学
生
の
学
び
舎
と
し
て
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て

き
た
。
大
学
本
館
は
、
戦
前
、
戦
後
に
二
度
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
特
に

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
六
月
の
筑
後
川

大
水
害
は
、
本
学
が
存
亡

の
危
機
に
陥
る
未
曾
有
の
大
洪
水
で

あ
っ
た
が
、
学
内
外
か
ら
生
じ
た
復

興
の
意
欲
と
支
援
に
よ
っ
て
、
そ
の

後
の
大
学
発
展
の
礎
を
築
い
た
。
大

学
本
館
の
二
階
に
あ
る
学
長
室
前
の
壁
に
は
、
水
位
が
建
物
二

階
の
床
上

一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
ま
で
達
し
た
水
害
時
の
記
録
が
、
最
高
水
位

の

プ
レ
ー
ト
と
当
時
の
写
真
と
と
も
に
掲
示

さ
れ
て
い
る
。

久
留
米
大

学
は
現
在
、
八
十
有
余
年
の
歴
史
を
刻
み
、
五
学
部
一
一

学
科
、
五
つ
の

大
学
院
研
究

科
を
擁
す
る
私

立
総
合
大
学
に
発

展

・
拡
大
し
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い

る
。

大
学
本
館
は
今
も
、
大
学
の
移
り
ゆ
く
歴
史
を
竣
工
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
姿

で
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
。
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日
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試
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武
蔵
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大
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史
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史
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携
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ワ
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ワ
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岡
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執筆・出席者等紹介

（掲載順）

板
東
眞理子ばんどうまりこ

昭
和
女
子
大
学
理
事
長
・
学
長
。
東

京
大
学
文
学
部
卒
。
総
理
府
に
入
省
後
、
内
閣
広
報

室
参
事
官
、
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室
長
等
を
歴
任

し
、
'
0
3
昭
和
女
子
大
学
理
事
。
'
0
7
よ
り
学
長
。

清
家
篤
せいけあつし

慶
應
義
塾
長
・
本
連
盟
会
長
。
'
8
3
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博

士
（
商
学
）
。
労
働
経
済
学
専
攻
。
主
著
『
高
齢
化

社
会
の
労
働
市
場
』
他
。

姜
尚
中
かん
さん
じゅん

聖
学
院
大
学

学
長
。
早
稲
田
大
学
大
学

院
政
治
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了

。
国
際
基
督
教
大

学
准
教
授
、
東
京

大
学
大
学
院
情
報
学

環
・
学
際
情
報

学
府
教
授
等
を
経
て
、

現
職
。

主
著
『
悩
む
力
』
他
。

日
比
谷
潤
子
ひ
びやじゅん
こ

国
際
基
督
大
学
学
長

。

ペ
ン

シ
ル

ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
大
学
院
言
語
学

科
博
士
課
程
修
了
。

慶
應
義
塾
大
学
助
教
授
等

を
経
て
、
国
際
基
督
教
大

学
教
授
。
'
1
2
よ
り
現
職

。

坂田
隆
さ
か
た
たか
し

石
巻
専
修
大

学
学
長

。
東
北
大
学
大
学

院
農
学
研

究
科
博
士
後
期
課

程
修
了

。
石
巻
専
修
大

学
助

教
授
、
教
授
、
理
工

学
部
長

を
経
て
、
'
0
7
よ
り

現
職

。
専
門
は
大
腸
生
理

学
、
ラ
ク
ダ
、
災
害
対
応
。

濱
田純一
はまだじゅんいち

東
京
大
学
総
長
。
東
京
大
学
大
学
院
法

学
政
治
学
研
究
科
公
法
専
門
課
程
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
博
士
（
法
学
）。
情
報
法
、
情
報
政
策
専

攻
。
'
0
9
よ
り
現
職
。
主
著
『
情
報
法
』
他
。

村
田
晃嗣む
らたこ
う
じ

同
志
社
大
学

学
長

。
神
戸
大
学
大
学

院

法

学
研

究
科
博
士

課
程

修
了
。
博
士

（
政
治

学
）
。

広
島
大
学
助
教
授
、
同
志
社
大

学
教
授
、
評
議
員
、

法

学
部
長
・
研

究
科
長
等
を

経
て
、
'
1
3
よ
り
現
職
。

森
田
真
樹
もりた
まさ
き

立
命
館
大
学
産
業

社
会

学
部
教
授
。
'
0
0

広

島
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研

究
科

博
士
課
程
修
了
。

博

士
（
教
育

学
）
。

同
学
部

准
教
授

等
を

経
て
、
'
1
4

よ
り

現
職
。

太
郎良
信たろうら
し
ん

文
教
大
学
教
育
学
部
教
授
、
教
育
学

部
長
。
'
8
7
筑
波
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課

程
満
期
退
学
。
同
学
部
助
教
授
を
経
て
、
'
1
3
よ
り
現

職
。
主
著
『
生
活
綴
方
教
育
史
の
研
究
』
他
。

森
山
賢一
も
りやまけんいち

玉
川
大
学

教
師
教
育
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ

ー
長
、
教
職
大

学
院
教
授
・
教
育
学

部
教
授
。
'
9
8
常

磐

大

学
大
学
院
人
間
科
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

。

博
士
（
人

間
科

学
）
。
主

著

『
教
育
課
程
編
成
論
』
他

。

吉
崎
静
夫よしざき
しずお

日
本
女
子

大
学
教
職
教
育
開
発
セ
ン

タ

ー
所
長
、
人
間
社
会
学

部
教
授
。
'
7
8
九
州
大
学
博
士

課
程
満
期
退
学
。
'
8
6
学

術
博
士

。
主
著

『
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し

て
の
教
師
、
ア

ク
タ
ー
と
し
て
の
教
師
』
他
。

関
口
ひ
ろみせ
きぐちひろみ

日
本
女
子
大
学
教
職
教
育
開
発
セ
ン

タ
ー
所
員
。
千
葉
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。

伊
藤
豊
美い
とうと
よみ

ノ

ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
文
学
部

英
語
英
文
学
科
教
授
。
'
7
9
岡

山
大
学
教
育
学
部
卒
。

岡

山
県
公

立
高
等
学
校

教
頭

を
経
て
、
'
1
2
よ
り
現
職
。

主

著

『
実
践
・
英
語
科

指
導

法
演
習
』

他
。

鈴
木
将
史
すずき
まさし

創
価
大
学

教
育

学
部
長
、
教
授
。
匆
東

京

大
学
大
学
院
理
学
系
研
究

科
数
学
専
攻
単
位
取
得
。

愛

知
教
育
大
学
助
教
授
を
経

て
、
'
1
2
よ
り
現
職
。
共

著

『
ふ

学
校
算
数
科
の
指
導
』

他
。

小
川
秀
興
おがわひでおい

学
校
法
人
順
天

堂
理
事
長
、
同
大
学
名

誉

教
授

。
'
1
3
国
際
皮
膚
科
学

会
連
合
最
高
優
功
賞
受

賞
。
（
公

財
）
医
学

教
育

振
興
財
団

理
事
長

、
医
学

系

大
学
倫
理
委
員
会
連

絡
会

議
理
事
長
等
を
務
め

る
。

吉武
博通よしたけひろみち

筑
波
大
学
大
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
ビ

ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
系
教
授
。
'
7
7
新
日
本
製
鐵
㈱
入

社
、
'
0
3
筑
波
大
学
教
授
。
'
0
6
同
大
学
理
事
・
副
学

長
。
'
0
9
よ
り
現
職
。
経
営
組
織
論
専
攻
。

古
谷修一
ふるやしゅういち

早
稲
田
大
学
教
務
部
長
、
法
学
学
術
院

教
授
。
'
8
7
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。
国
際
法
専
攻
。

鹿島
久幸かしまひさゆき

松
山
大
学
総
務
部
次
長
。
'
8
6
松
山
商
科

大
学
（
現
・
松
山
大
学
）
経
営
学
部
卒
。

藤本
頼生ふじもとよりお

國
學
院
大
学
神
道
文
化
学
部
准
教
授
。

國
學
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
神
道
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
神
道
学
）
。
近
代
宗
教
行

政
史
専
攻
。

齋
藤英里さいとうえり

武
蔵
野
大
学
経
済
学
部
長
。
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
後

退
学
。
'
0
5
武
蔵
野
大
学
現
代
社
会
学
部
現
代
社
会
学

科
教
授
、
'
0
8
政
治
経
済
学
科
長
を
経
て
、
現
職
。

真橋
美
智子
まばしみちこ

日
本
女
子
大
学
副
学
長
・
人
間
社
会

学
部
教
授
。
日
本
女
子
大
学
文
学
部
卒
。
'
9
5
同
大
学

人
間
社
会
学
部
教
育
学
科
助
教
授
。
'
0
3
同
教
授
。
主

著
『「
子
育
て
」
の
教
育
論
』
他
。

清
水
幸代
しみずさちよ

立
正
大
学
総
務
部
研
究
支
援
課
長
。
明

治
学
院
大
学
法
学
部
卒
。

久
保
幹
く
ぼ
もとき

立
命
館
大

学
生

命
科
学
部
教
授
。
広
島

大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
工
業

化
学
博
士
課
程
前
期

課
程
。
工

学

博
士
（
大

阪
大

学
）
。
イ

リ
ノ
イ
州

立
大

学
医

学
部
、
文
部
省
在
外
研

究
員
等
を
経
て
、
現
職

。

野
口
健
の
ぐ
ちけ
ん

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

。
亜

細
亜
大
学
国
際
関

係

学
部
卒
。
'
9
9
エ

ベ
レ
ス
ト

登
頂

、
七
大
陸
最
高
峰

世
界
最
年
少
登
頂
記
録
（
当
時
）
を
樹
立
。
主
著
『
世

界
遺
産
に
さ
れ
て
富
士
山
は
泣

い
て

い
る
』
他
。

山岡三
子
やまおかみつこ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
二
一
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

〈お断り 〉本欄 は、お書 きいた だい た〈資料〉から、で きる限り統一し、掲 載い たし ました。



大 学点 描

世田谷とボストンにキャンパスがある

世田谷とボストンでプロジェクト活動に取り組む

昭和女子大学
海外校・昭和ボストンでは全学生か専門を生かしたフィールドワークができるプログラムを用意しています。

また、欧米やアジアの国々の海外協定校との交換留学も盛んで世田谷キャンパスも国際色豊かになりました。



人材を育成します。

箱根やBMW とコラボしたプロジェクト活動 「女子学生のための優良企業ランキング」調査結果を報道発表

フジテレビジョン と共同通信社の食堂で「昭和女子 大ランチ」

地 域 や 企 業 と 協 定 を 締 結

世田谷区と包括協定を、昭和信用金庫・城南信用

金庫と産学連携協定を締結。学生が専門知識を生

かして地域の子育て支援や福祉、商店街活性化な

どの課題に取り組んでいます。

昭 和 女 子 大 学 キ ャ リ ア カ レ ッ ジ

新しくビジネスに挑む起業家の養成から、管理職・

リーダーとしてのキャリアアップまでの講座を開

設。生涯にわたる女性を応援する昭和女子大学の

ビジネススクールです。

ファッションショーや巨大オブジェをプロデュース



世界とつながる、社会とつながる、企業とつながる女性

ボストンでは現地学生とプロジェクト活動にも取り組みます。

メンターが学生にアドバイス。 ケータイ社会研究レポートコンテスト（モバイル社会研究所・NTT ドコモ）で最優秀賞

昭和女 子大 学4 つの特 長

細や かなキ ャリア形 成支援 制度 により就 職率は4 年連続で 女 子大 学ナン バー1 となり ました。

＊サンデー毎日「全国240 人学実就職率ランキング」（7 月27 日号）2014 年3 月卒業生1 ，000人以上の女子大学中

社 会 人 メ ン タ ー ネ ッ ト ワ ー ク

学生のロールモデルとなるメンター。300 人以上

の社会人女性が登録するネットワーク。 多様な

キャリアをベースに将来の働き方や社会との関わ

り方を親身にサポートします。

現 代 ビ ジ ネ ス 研 究 所

幅広い業界で活躍する現役ビジネスマンが研究員

として登録。学生・教員・研究員がプロジェクト

チームを組んで企業から出される課題の解決や新

商品の開発にチャレンジします。



昭
和
女
子
大
学
の
使
命
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
役
割
を
担
い
、
自
立
し
、
行
動
で
き
る

女
性
人
材
の
育
成
で
す
。

一
九
二
〇
年
に
創
立
し
た
私
塾
・
日
本
女

子

局
等
学
院
を
前
身
と
し
、
戦
災
等
の
苦
難

を
乗
り
越
え
四
五
年
に
現
在
の
世
田
谷
区
太

子
堂
に
移
転
し
ま
し
た
。
一
九
四
六
年
に
日

本
女
子
専
門
学
校
と
な
り
、
四
九
年
に
は
新

学
制
に
よ
る
昭
和
女
子
大
学
が
誕
生
し
、
翌

五
〇
年
に
短
期
大
学
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

一
九
七
四
年
に
大
学
院
修
士
課
程
、
八
九
年

に
博
上
課
程
を
開
設
し
て
一
貫
教
育
体
系
を

完
成
さ
せ
、
同
年
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
開

校

で
生
涯
学

習
機
会

を
提
供
し
て

い
ま

す
。

一
九
八

五
年
に

は
米
国

マ
サ
チ
ュ

ー
セ

ッ

ツ
州
ボ
ス
ト

ン
に

海
外
分

校
・
昭

和
ボ
ス
ト

ン
を
開
校
し

、
全

学
生
を
対
象

に
海
外

留
学
・

研

修
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施
し
て

い
ま
す

。

教
育
ニ

ー
ズ
の

変
化
に
対

応
し
て

積
極

的

に

改
組
転

換
を
行

い
、
二
〇

一
四
年

に
短
期

人

学
部
を
廃
止

。
現

在
は
、
人

間
文
化

学
部
、

人

間
社
会

学
部
、
生

活
科

学
部
、

グ
ロ
ー

バ

ル

ビ
ジ
ネ
ス

学
部
を

設
置
し
て

い
ま
す

。

社
会
貢

献
活
動

も
活
発

で
、
二
〇
〇

五
年

に

特
定
非

営
利

活
動

法
人
N
P
O

昭

和
を

設

立

し
、
世
田

谷
区
と

協
定
を

締
結
し

て
多
機

能
型
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
・
子
育
て
ス
テ

ー

シ
ョ

ン
世
田
谷
や
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
・

ら
ぷ

ら
す

を
受
託

運
営
し

ま
し

た
。
地
域
活

動

が
盛
ん

と
な
り
、

二
〇

一
四
年

に
は
地
域

の
窓

口
と
な
る
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
を
開
設
。

ま

た
、
二
〇

一

三
年

に
設
置

し
た
現

代
ビ
ジ

ネ
ス
研
究

所
は
企
業

か
ら
与

え
ら

れ
た
テ

ー

マ

に
つ

い
て
学
生

・
教

員
・

社
会
人

研
究

員

が
チ

ー

ム
で

プ

ロ

ジ

ェ

ク
ト

活

動

す

る

プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会

人
女

性
が
学
生

の
相
談

相
手

と
な
る
メ

ン

タ
ー
制

度
も
用

意
。
世
界

、
企
業

、
社
会

と
つ

な
が

る
教
育
を
実

践
し
て

い
ま
す
。

昭和女子大学
●昭和ボストン（海外キャンパス）

●大学院／文学研究科・生活機構研究科

●人間文化学部／日本語日本文学科・歴史文化学科・英語コミュニケーション学科・国際学科

●グローバルビジネス学部／ビジネスデザイン学科

●人間社会学部／心理学科・福祉社会学科・現代教養学科・初等教育学科

●生活科学部／環境デザイン学科・健康デザイン学科・管理栄養学科

〒154 －8533 東京都世田谷区太子堂1 －7－57／東急田園都市線「 三軒茶屋」駅 下車、徒歩7 分
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グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

女
性
を
育
む

坂

東

眞

理

子

●
昭
和
女
子
大
学
理
事
長
・
学
長

昭
和
女
子
大

学
は
九
四

年
の
歴

史
を
も
つ
大

学
で
、

一
貫
し
て

「
世
の
光
と

な
る
」
女

性
の
育
成

に
努
め

て
き
ま
し
た

。

現
在
は

、
日
本

の
経

済
社
会

の
活
性
化

の
た
め
に

は
女
性
の
活

躍

が
不
可

欠
と
認
識

さ
れ
る
よ
う

に
な

り
、
機
会

は
飛
躍
的

に
増
大
し

て
い
ま
す
。

時
代
に

必
要
と

さ
れ
る
力
を

つ
け
る
た

め
、
昭
和
女
子

大
学

は

ボ
ス
ト

ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で

の
学
び
、
社
会
人

メ
ン

タ
ー

や
現
代

ビ

ジ
ネ

ス
研

究
所

な
ど
の
協
力
を

得
て
、

世
界
と

つ
な

が
り
、
社

会
と
つ

な
が
り
、
企
業

と
つ

な

が
り

、
多
様
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
践
し
て

グ
ロ
ー

バ
ル
に
活

躍
す

る
女

性
を
育
て

て
い
ま
す

。



●
-

年
頭
所
感

大
き
な
変
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に

ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
私
立
大
学
の
役
割

清

家

篤

●
本
連
盟
会
長
・
慶
應
義
塾
長

二
〇
一
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
ご
関
係
の
皆

様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
日
の
日
本
は
大
き
な
変
化
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
社
会
の
最
も
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
人

口
は
、
二
〇
一
一
年
の
約
一
億
二
八
〇
〇
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
現
在
の
大
学
生
が
社
会
の
各
分
野

で
ト
ッ
プ
に
立
つ
で
あ
ろ
う
二
〇
四
〇
年
代
後
半
に
は
一
億
人
の
大
台
を
割
り
、
彼
ら
自
身
が
高
齢
者
と
な
る

二
〇
六
〇
年
代
に
は
八
〇
〇
〇
万
人
台
半
ば
と
、
現
在
の
三
分
の
二
ほ
ど
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
の
時
代
に
は
、
過
去
の
延
長
線
上
で
も
の
を
考
え
た
り
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は

難
し
く
な
り
ま
す
。
つ
ね
に
新
し
く
な
る
状
況
を
自
ら
理
解
し
、
そ
の
理
解
に
基
づ
い
て
問
題
を
解
決
で
き
る

能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
頭
で
し
っ
か
り
と
も
の
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
力
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
ま
た
今
日
は
、
大
き
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
経
済
や
社
会
の
国
際
的
な
相
互
依

存
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
国
境
を
越
え
た
人
の
動
き
も
急
ピ
ッ
チ
で
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
時
代
に
は
、
異
な
る
言
語
を
話
し
、
異
な
る
文
化
的
背
景
を
も
っ
た
人
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
し
、

生
活
す
る
こ
と
が
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
海
外
で
仕
事
を
し
た
り
す
る
一
部
の
人
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
例
え
ば
日
本
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
は
昨
年
一
三
〇
〇
万
人
を
超
え
て
お
り
、
日
本
の
ど
ん
な
地
方
で
も
外
国
人
と
接
触
し
、
ビ
ジ
ネ
ス



を
す
る
機
会
が
あ
り
う
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
う
し
た
時
代
に
は
、
外
国
語
の
運
用
能
力
や
、

異
文
化
へ
の
適
応
能
力
な
ど
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
大
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
変
化
の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
自
分
の
頭
で
考
え
る
力
と
は
、
や
み
く
も
に
思
い
を
巡
ら
す
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
系
統
的
、
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
も
の
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
問
題
を
見
つ
け
、
そ
の
問
題
が
な
ぜ
起
き
て
い
る

の
か
を
説
明
す
る
論
理
を
組
み
立
て
、
そ
の
論
理
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
何
ら
か
の
方
法
で
確
か
め
、
正
し
け

れ
ば
そ
れ
に
基
づ
い
て
問
題
を
解
決
す
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
こ
れ
は
、
未
解
決
の
研
究
テ
ー
マ
を
見

つ
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
仮
説
を
構
築
し
、
そ
の
仮
説
を
科
学
的
に
検
証
し
て
結
論
を
導
く
と
い
う
、
学
問
の
作

法
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
る
最
良
の
場
は
大
学
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

異
な
る
言
語
や
異
文
化
を
理
解
す
る
力
を
高
め
る
場
と
し
て
も
、
大
学
が
最
良
の
場
所
で
あ
る
こ
と
は
い
つ

の
時
代
に
も
同
じ
で
す
。
語
学
や
海
外
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
留
学

し
て
く
る
外
国
人
学
生
と
交
流
し
、
ま
た
自
ら
が
海
外
の
大
学
に
留
学
す
る
こ
と
な
ど
で
国
際
経
験
を
積
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

そ
し
て
そ
う
し
た
大
学
の
中
で
も
、
私
立
大
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
と
り
わ
け
大
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
学
生
の
約
八
割
が
私
立
大
学
に
学
ん
で
い
る
と
い
う
量
的
な
重
要
性
だ
け
で
な
く
、

変
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
多
様
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
、
質
的
な
意
味
に
お
い
て
も
私

立
大
学
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
高
等
教
育
が
画
一
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
変
化
の
時
代
に
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

私
立
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
建
学
理
念
を
も
ち
、
そ
の
理
念
に
従
っ
て
、
個
性
あ
る
、
多
様
な
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
変
化
の
時
代
に
は
高
等
教
育
の
多
様
性
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
、
私
立
大
学

は
そ
の
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
存
在
で
す
。
留
学
生
を
多
く
受
け
入
れ
、
学
生
の
多
く
に
海
外

体
験
を
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
ち
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
私
立
大
学
で
先

進
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
変
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
、
柔
軟
で
多
様
性
に
富
む
私
立
大
学
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。



大
学
の
あ
る
べ
き
姿

姜

尚

中

●
聖
学
院
大
学
学
長

一

大
学
の
「
改
革
旋
風
」

少
子

高
齢
化
と
低

成
長
、

グ
ロ

ー
バ
ル

化
の
進
展
と

と
も

に
、
大
学
を
取
り

巻
く
内
外

の
環
境
は

激
変
し
、
大

学
は
淘

汰

と
選

別

の
時
代

を
迎
え

つ

つ
あ

る
。
「
選

ぶ
大

学
」

か
ら

「

選
ば
れ

る
大

学
」
へ
。
大

学
は
、
受

験
生
と

い
う
消

費
者

か
ら
選

ば
れ
な
け
れ

ば
経

営
的
に
成
り

立
た
ず
、
高
等

教
育

と

い
う
市
場

か
ら
「
退
場
」

を
余
儀

な
く
さ
れ
か
ね

な
く
な

っ
て

い
る

の
だ
。
特
に
国

か
ら
の
一
定

の
助
成
金

が
あ
る
と

は
い
え

、
大

学
の
運
営
を
主

に
学
納
金

に
頼
ら
ざ

る
を

得
な

い
私
立
大
学

の
場

合
、
事

態
は
よ
り
深

刻
だ
。
勢

い
、
各
大

学
と
も
入
学

者
集
め
に
血
眼

に
な
り
、

あ
の
手
こ

の
手

の
意

匠

を
凝
ら
し

た
方
法
で
学

生
募
集
に
狂
奔
せ

ざ

る
を
得

な
く

な

っ
て

い
る
。

他
の
大

学
に
は
な

い
よ
う

な
豪
華

な
食
堂

や
ラ

ウ
ン
ジ
、

パ
ウ

ダ
ー
ル

ー
ム
つ
き

の
ト

イ
レ
や
最

新
の
情
報
器
機

の
導

入

、
海
外
で

の
語
学
研
修

な
ど
を
組
み
入

れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用
し
た
就
職
率
の
ア
ッ
プ
、

入
学
前
準
備
教
育
や
基
礎
学
力
向
上
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
な
ど
、
数
え
上
げ
た
ら
切
り
が
な
い
。
さ
ら
に
、
経

営
体
と
し
て
の
大
学
の
ス
リ
ム
化
に
向
け
て
、
人
件
費
の
カ

ッ
ト
や
多
様
な
雇
用
形
態
の
教
職
員
の
リ
ク
ル
ー
ト
、
意
思

決
定
プ
ロ
セ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
大
学
は
い
ま
や
、
市
場
経
済
で
流
通
す
る
カ
テ

ゴ
リ
ー
や
見
方
に
よ
っ
て
再
編
の
波
に
洗
わ
れ
、
そ
の
傾
向

は
、
歴
史
の
浅
い
私
立
大
学
の
み
な
ら
ず
、
旧
帝
国
大
学
・

国
公
立
大
学
を
も
巻
き
込
ん
で
、
「
改
革
旋
風
」
と
で
も
言

う
べ
き
現
象
を
呈
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
風
速
は
弱
ま
る
ど
こ

ろ
か
、
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
弱
小
の
大
学
を
突
風
の
よ
う

に
襲
い
つ
つ
あ
る
の
だ
。

た
だ
、
こ
こ
で
不
思
議
に
思
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
旋
風

と
化
し
た
「
改
革
」
が
、
い
わ
ゆ
る
上
位
校
や
下
位
校
を
問

わ
ず
、
奇
妙
に
も
す
べ
て
の
大
学
を
画
一
化
へ
と
押
し
や
る



力
と
し

て
作
用
し

て

い
る
よ
う

に
見
え

る
こ

と
だ
。

ど
の
大

学
を
見

て
も

、
ま
る
で
金
太

郎
ア
メ
の

よ
う

に
「

グ
ロ
ー

バ

ル
」

の
言
葉

が
躍
っ
て

い
る
こ

と
な
ど

は
そ
の
最
た

る
も
の

で

あ
る
。

さ
ら
に
大
学
間

の
競
争
は

、
こ

う
し

た
画

一
化

の
中
で
、

上
位
と

下
位

の
大
学
の
格
差

を
広
げ

つ
つ
あ

る
。
世
界

の
大

学

の
ラ
ン
キ

ン
グ
で
上
位
一

〇
〇
位
以
内

に
入
れ

る
大

学
や

「

グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
を

牽
引
す

る
大

学
と
、
そ
の
他

の
、
「

グ

ロ
ー

バ
ル
」
と

は
無

縁

の
、
「

ロ
ー

カ
ル
」
と

し

て
位
置

づ

け
ら

れ

る
大
学
と

の
二
極
化

か
進
ん
で

い
る
の
で

あ
る
。
は

た
し

て
こ

の
よ
う

な
画
一
化

の
中
の
二

極
化
は
、
大

学
の
健

全

な
あ
り
方
と

言
え

る
の
で

あ
ろ
う

か
。

二

漱
石
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
か
ら
学
ぶ
も
の

現

在
の
日
本

の
大
学
は
ま

る
で
、

ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
っ

て
潤

う

グ
ロ

ー
バ
ル
な
大
企

業
と
、
円

安
と
原
材
料

の
高
騰

に

呻
吟
す

る
中
小

零
細
企
業

と
の
二
極
化

と
同
じ
よ
う

に
。

「

グ
ロ

ー
バ
ル

」
の
「
G

」

の

グ
ル

ー
プ
と
「
ロ

ー
カ
ル
」

の
「
L

」
の

グ
ル
ー

プ
に
選
別

さ
れ
つ

つ
あ
る
。
こ

の
二

極

化

の
選
別
の
中

で
、
先
に

述
べ
た
よ
う

な
画

一
化

が
進
み
、

大

学
は
効
率
性

や
生
産
性

、
財
政
均
衡

や
競
争
力

な
ど
の
向

上

に
し
の

ぎ
を
削
ら
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

こ

う
し
た
現

象
が
大
学

の
教
育
現
場

か
ら
「
真

の
教
育
」

の
機
会
を
奪
い
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
現
場
に
身
を
置
く
教
員

た
ち
が
肌
身
で
感
じ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
学
生
と
い

う
消
費
者
に
、
学
納
金
に
釣
り
合
う
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を

ど
れ
だ
け
用
意
し
、
実
際
に
食
し
て
も
ら
っ
て
ど
れ
だ
け
の

満
足
を
与
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
が
教
育
と
い
う
目
に
見
え

な
い
、
付
加
価
値
を
供
給
す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
大

学
の
役
割
で
あ
り
、
教
員
は
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
」
と
化
し

つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
現
象
は
、

何
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
最
近
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
す
で
に
明
治
の
半
ば
か
ら
学
校
現
場
に
顕
著

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
文
豪
夏
目
漱
石
の
慨
嘆
を
見

れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

末
端
の
教
育
行
政
に
関
わ
る
「
抱
関
撃
柝
の
輩
」
で
も
あ

っ
た
漱
石
は
、
教
育
現
場
の
有
り
様
を
次
の
よ
う
に
痛
烈
に

批
判
し
て
い
る
。

「
今
の
書
生
は
学
校
を
旅
屋
の
如
く
思
ふ
、
金
を
出
し
て

暫
ら
く
逗
留
す
る
に
過
ぎ
ず
、
厭
に
な
れ
ば
す
ぐ
に
宿
を
移

す
、
か
か
る
生
徒
に
対
す
る
校
長
は
、
宿
屋
の
主
人
の
如
く
、

教
師
は
番
頭
丁
稚
な
り
、
主
人
た
る
校
長
す
ら
、
時
に
は
御

客
の
機
嫌
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
況
ん
や
番
頭
丁
稚
を
や
、

薫
陶
所
か
解
雇
さ
れ
ざ
る
を
以
て
幸
福
と
思
ふ
位
な
り
、
生

徒
の
増
長
し
教
員
の
下
落
す
る
は
当
前
の
事
な
り
」
（「
愚
見

数
則
」
明
治
二
十
八
年
）
。



漱
石

の
「

数
則
」
は
、

か
つ
て

の
「
尋
常
中

学
校
」
の
現

状

を
憂
え

た
論
説
で
あ

る
が
、
そ

れ
は
そ
の
ま
ま

現
在
の
大

学

、
特
に
学

生
集
め
に
汲

々
と
せ
ざ

る
を
得
な

い
私
立
大
学

の
現
状
に
も
当

て
は
ま

る
の
で
は
な

い
か
。

確
か
に
、

一
方
で
少
子

高
齢
化

が
進
み
、
他
方

で
大
学
進

学

率
が
五
〇
％

前
後
に
ま
で

跳
ね
上

が
っ
た
日
本

の
高
等
教

育

の
現
状
を

考
え

る
と
、
大
学

の
現
場
で

、「
先
生

を
敬
ふ
事

、

父
兄

に
過

ぎ
た
り

、
先
生

も
亦
弟
子

に
対
す

る
事

、
真
の
子

の
如

し
」
と

い
っ
た
、

師
弟
関
係

に
よ
る
「
薫

陶
」

な
ど
、

旧
制

高
校

の
エ
リ
ー
ト
教

育
な
ら

い
ざ
知
ら
ず

、
時
代
錯
誤

と

言
え

る
か
も
し
れ
な

い
。

し

か
し

、
具
体
的
な
教

育
の
現
場

で
最
も
重
要

な
の
は
結

局

、
教
え

る
側
と
教
わ

る
側
と
の

パ
ー
ソ
ナ
ル

な
関
係
で
あ

り

、
そ

の
こ

と
は
、
ア

ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
双

方

的
な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
教
育
方
法

に
も
当
て

は
ま

る
こ
と

で
は
な

い
か
。
そ
こ

に
は
、
単
な

る
教
育
と

い

う

サ
ー

ビ
ス
の
消
費
者
と

供
給
者

の
関
係
を
超
え

た
何
か

が

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
の
だ
。
そ
の
何

か
と
は
、

職
人
の
技
能

伝

授
に

お
け

る
親
方
と

弟
子
と
の
間

の
関
係
に

た
と
え
ら

れ

る
か
も
し

れ
な

い
。
ど

れ
ほ
ど

の
膨

大
な
、
無
限

に
近

い
情

報
量
に
ア

ク
セ
ス
で
き

、
情
報
器
機

を
活
用
し

た
さ
ま
ざ

ま

な
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
交
換

が
可
能

に
な
っ
て

も
、
大
学
と

い

う

特
定

の
場
で
行
わ

れ
る
教
育
に

は
、
そ
う
し

た
ク
ラ

フ
ト

マ

ン

シ

ッ

プ

の

伝

授

に

伴

う

パ

ー

ソ

ナ

ル

な

関

係

が

必

要

と

さ

れ

る

の

だ

。

そ

れ

が

な

け

れ

ば

、

大

学

と

い

う

リ

ア

ル

な

空

間

は

も

は

や

必

要

と

さ

れ

ず

、

バ

ー

チ

ャ

ル

な

大

学

だ

け

で

用

は

足

せ

る

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

う

。

問

題

は

、

超

情

報

化

が

進

む

グ

ロ

ー

バ

ル

な

時

代

に

あ

っ

て

も

、

い

や

ま

さ

に

そ

れ

だ

か

ら

こ

そ

、

大

学

で

し

か

や

れ

な

い

こ

と

は

何

な

の

か

、

そ

の

こ

と

を

真

剣

に

考

え

て

み

る

こ

と

で

は

な

い

か

。

ド

イ

ツ

の

社

会

学

者

マ

ッ

ク

ス

・

ウ

ェ

ー

バ

ー

は

、

第

一

次

世

界

大

戦

後

の

講

演

「

職

業

と

し

て

の

学

問

」

（
W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
 
a
l
s
 
B
e
r
u
f）

の

中

で

、

今

日

の

大

学

の

あ

り

方

を

予

見

し

た

か

の

よ

う

に

、

大

学

が

資

本

主

義

的

経

営

と

化

し

、

ア

メ

リ

カ

型

の

知

の

官

僚

制

化

か

不

可

逆

的

に

進

行

し

て

い

く

と

洞

察

し

て

い

た

。

逆

に

言

え

ば

、

大

学

に

お

け

る

ク

ラ

フ

ト

マ

ン

シ

ッ

プ

型

の

知

的

関

係

は

廃

れ

て

い

か

ざ

る

を

得

な

い

と

診

断

し

て

い

た

の

だ

。

し

か

し

、

だ

か

ら

こ

そ

、

ウ

ェ

ー

バ

ー

は

、

知

の

官

僚

制

化

と

専

門

的

な

細

分

化

を

避

け

ら

れ

な

い

傾

向

と

し

て

受

け

入

れ

つ

つ

、

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

人

間

と

社

会

の

価

値

の

分

化

（

真

・

善

・

美

な

ど

）

と

相

克

に

対

し

て

学

知

（

学

問

）

が

ど

ん

な

役

割

を

果

た

せ

る

の

か

、

こ

の

点

を

若

き

学

生

た

ち

に

説

こ

う

と

し

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

今

日

の

言

葉

で

言

え

ば

、

さ

ま

ざ

ま

な

価

値

に

関

わ

る

「

リ

ベ

ラ

ル

・

ア

ー



ツ
」
の
可
能
性
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
ド
イ
ツ
の
大
学
の
ア
メ
リ
カ
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
医

学
や
自
然
科
学
系
統
の
研
究
が
「
国
家
資
本
主
義
的
」
な
事

業
に
な
っ
て
い
く
中
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
あ
え
て
専
門
性
を
強

調
し
つ
つ
、「
リ
ペ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
」
に
通
じ
る
価
値
の
問

題
に
言
及
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
の
場
と
し
て
の
大
学

漱
石
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
時
代
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
が
た
ち
、

も
は
や
彼
ら
の
考
え
は
古
色
蒼
然
と
し
、
現
実
の
急
激
な
変

化
と
は
無
縁
の
、
遠
い
「
昨
日
の
世
界
」
の
出
来
事
の
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
彼
ら
の
考

え
を
現
代
的
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。

い
や
、
あ
え
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
、

特
に
「
L
」
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
か
ね
な

い
弱
小
大
学
の
新
た
な
可
能
性
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
学
と
は
、
社
会
や
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

と
ど
の
つ
ま
り
、
成
人
に
な
る
前
の
段
階
に
あ
る
一
定
年
齢

の
若
者
た
ち
が
、
社
会
の
フ
ル
メ
ン
バ
ー
に
な
る
た
め
に
必

要
で
、
社
会
的
に
も
認
め
ら
れ
た
猶
予
期
間
を
過
ご
す
場
に

は
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
大
学
は
、
社
会
的

に
認
め
ら
れ
た
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
の
場
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
一
人
の
個
人
と
し
て
、
市
民
と
し

て
、
ま
た
バ
プ
リ
ッ
ク
な
存
在
と
し
て
生
き
て
い
く
ス
キ
ル

と
、
そ
れ
を
支
え
る
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
」
的
な
知
の
伝

授
を
行
う
場
と
考
え
る
か
ら
だ
。

生
産
人
口
が
逓
減
し
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
地
方
の
過

疎
化
が
進
む
日
本
で
は
、
雇
用
形
態
や
労
働
の
あ
り
方
も
大

き
く
変
わ
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
中
で
特
に
問
題
を

含
み
な
が
ら
進
行
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
の
は
、
非
正
規

雇
用
の
増
大
と
転
職
が
常
態
化
し
た
雇
用
形
態
の
拡
大
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
い
く
若
年
層
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。

と
す
れ
ば
、
大
学
は
就
職
の
た
め
の
職
業
訓
練
の
場
や
即

戦
力
の
人
材
養
成
所
と
は
違
っ
た
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
大
学
と
い
う
モ
ラ

ト
リ
ア
ム
の
場
だ
け
が
、
目
前
の
必
要
か
ら
距
離
を
置
い
て
、

人
間
と
社
会
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
な
ど
に
つ
い
て
。

「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
」
的
な
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
型
の

知
の
伝
授
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
通

じ
て
学
生
た
ち
は
、
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
目
的
や
や
り
が
い

の
モ
ー
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
つ
け
、
自
ら
進
ん
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
「
人
間
力
」
を
涵
養
す
る
こ
と
が
で

き
る
に
違
い
な
い
。

ま
だ
学
長
に
就
任
し
て
一
年
も
た
た
な
い
が
、
わ
た
し
が

目
指
し
て
い
る
の
は
、
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
大
学
の
姿
だ
。




